
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              

 

 

 

 
三廻部東耕地遺跡の発掘調査 

 

秦野市上地区に所在する三廻部東耕地遺跡(秦野

市№125 遺跡)は、中日本高速道路株式会社が計画す

る新東名高速道路建設に伴い発掘調査を 2015(平成

27)年 7月から実施しています。 

これまで本格的な発掘調査がなかった地区です

が、今回の調査において、縄文時代から江戸時代に

いたるまでの遺構や遺物が発見されました。 

縄文時代では、狩猟で動物を捕獲する施設である

早期の「落とし穴」と中期初頭の土器や石器などが

出土しています。 

平安時代では、カマドを持つ竪穴建物が良好な状

態で発見されたことが、特筆されます。 

江戸時代の秦野地方では、1707(宝永 4)年の富士山

噴火により一帯が宝永火山灰で覆われました。埋も

れた畑地では、火山灰を混ぜるよう耕作地を復旧し

た様子も地層から確認できました。 

これら先人達の足跡を皆様にご覧いただき、郷土

秦野の歴史を探る資料として、活用して頂ければ幸

いです。 
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平安時代の竪穴建物を発見 

(秦野市№125 遺跡) 

主催 公益財団法人かながわ考古学財団 

共催 秦野市教育委員会 

 

渋沢駅 

0 １㎞ 

調査地点は、秦野市の西部、
標高 250ｍの丹沢山地裾部に
あたります。小田急線渋沢駅

の北西約 3kmの地点です。 

遺跡位置図 

横野山王原遺跡 

三廻部東耕地遺跡 

(秦野市№125 遺跡) 

柳川竹上遺跡 

桜土手古墳展示館 

稲荷木遺跡 

一部の遺跡のみを表記しています。 

(※1)赤色帯は、今回の調査で発見された遺構や遺物のおおよその時期を示したものです。 

(※2)本資料の内容は発掘段階のもので、今後の調査成果や出土品整理・分析などにより評価を変える場合があります。 

円形土坑の調査状況 

円形土坑確認状況 

黄褐色土の上面には、黒褐色土の円

形土坑が 3基浮かび上がっています。 

平安時代の円形土坑 1区では、径 1.2ｍの円形土坑が 35基発見され

ました。これらは畑地につくられた施設であると考えられますが、遺物

が出土していないため、具体的な用途や機能は明らかでありません。平

安時代の建物と同じ地層で確認できます。 

 

発見された円形土坑群(奈良・平安時代) 

緩斜面に円形土坑は近接・重複して作られています。 

円形土坑群 

 竪穴建物 今回の発掘調査では、三廻部地区ではじめて竪穴建物が発見されたことが特筆される成果です。平面は正方形に近く 1辺

約 3.6ｍ、深さ 0.8ｍで、床面はやや起伏が見られますが、中央部付近は良好に踏み固められていました。カマドのつくりは石が組まれ

るもので、燃焼部の側面には柱状の礫を使った袖石が３個ずつ立てられています。煙道部には甕形土器を３個体繋げた煙突が建物外側

に伸びています。カマド前面から床面にかけて出土した礫は、カマドの構築材と考えられる礫で、建物の廃絶時にカマドも壊されたも

のと考えられます。カマドや周囲の出土土器から 9世紀末葉～10世紀初頭にかけての建物であると考えられます。 

１．竪穴建物 完掘状況(南から) 

床面 

煙道 

２．竪穴建物 完掘状況(南東から) 

３．竪穴建物 カマド礫出土状況 

５．カマド 燃焼部 ４．カマド 

煙道 

袖石 

袖石 

焚口 

カマドと煙道の 
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三廻部東耕地遺跡 見学会資料 
(秦野市№125遺跡) 

2015年 12月 19日 

主催 公益財団法人かながわ考古学財団 

     〒232-0033 横浜市南区中村町 3-191-1 
    ℡045-252-8689 http://kaf.or.jp 
共催 秦野市教育委員会 

測量・記録作業 発見された遺構や遺物は、土層の堆積な

どの記録をとりながら写真撮影や出土位置などの測量を行

い、調査を進めていきます。 

「地域の特色のある 

埋蔵文化財活用事業」 

秦野市 


